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第１回委員会（平成17年11月） ◆安全性向上区間選定の考え方整理 

◆安全性向上を図るべき区間案の選定 
◆パブリックコメント実施計画 

◆パブリックコメントの結果報告 
◆安全性向上を図るべき区間決定（交通安全みえる化プラン） 

◆これまでの取り組みの進捗状況 
◆新データでの新たな安全性向上区間の選定 

◆パブリックコメント実施計画 
◆新たに安全性向上を図るべき区間決定（新・交通安全みえる化プラン） 

◆パブリックコメントの結果報告 
◆  

    【 主 な 議 題 】 

第２回委員会（平成18年 3月） 

第３回委員会（平成18年 6月）  

第４回委員会（平成19年10月） 

第５回委員会（平成19年12月） 

第６回委員会（平成20年 9月） 

第７回委員会（平成22年10月） 

第８回委員会（平成22年12月） 

◆「事故危険区間」の選定方針 

◆県民アンケートの結果報告 
◆「主な事故危険区間」の確定（83区間） 

■本委員会の経緯 

事故ゼロプラン 主な事故危険区間公表（平成22年12月） 

社会資本整備重点計画 
（事故危険箇所の指定と対策） 

平成15～19年度 

 第１次社会資本整備重点計画 
 （群馬県：174箇所指定 H15.7） 

平成20～24年度 

 第２次社会資本整備重点計画 
 （群馬県：112箇所指定 H21.3） 

第１３回委員会（平成26年9月） 

※第９～１２回：「移動性向上」だけの議題で開催 

H20事故危険箇所選定 

◆事故ゼロプランの進捗状況 
◆事故危険区間の追加区間 （計68箇所） 

平成24～28年度 

 第３次社会資本整備重点計画 

 （群馬県：109箇所指定 H25.7） 
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『群馬県事故ゼロプラン １巡目』 

１．事故ゼロプランの経緯 

第１４回委員会（平成27年10月） 
◆事故ゼロプランの進捗状況 
◆事故ゼロプラン（1巡目）のまとめ 

第15回委員会（平成28年8月） 

『群馬県事故ゼロプラン ２巡目』 
◆事故ゼロプラン（２巡目）のすすめ方 
◆事故データを用いた抽出方法、民意の反映方法 平成27～32年度 

 第４次社会資本整備重点計画
（群馬県：109箇所指定 H29.1） 

第16回委員会（平成29年1月） ◆事故ゼロプラン（２巡目）の事故危険区間の抽出結果 
◆１巡目対策箇所の整備効果 

第17回委員会（平成29年7月） ◆事故ゼロプラン（２巡目）の公表結果 
◆１巡目対策箇所の整備効果 
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１．事故ゼロプランの経緯 

 群馬県事故ゼロプラン 
 

事故ｾﾞﾛﾌﾟﾗﾝ （１巡目）  

 平成２２年に主な事故危険区間８３区間を公表 

 平成２８年までに７９区間の対策を完了（４区間事業中） 
  

 

事故ｾﾞﾛﾌﾟﾗﾝ （２巡目）  

 平成２９年に事故危険区間１９４区間公表 

 平成３２年度までに設計～対策工整備を行う 
  

 

 群馬県事故ゼロプランは、過去の事故データや道路利用者の声を基に、交通安全対策
が必要な区間を『事故危険区間』として選定し、優先的に対策を行っていく取り組みです。 
 この取り組みは平成２２年に始まりました。 
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 事故ゼロプラン（２巡目）の委員会審議経過 

第１５回委員会 （H28年８月） 

事故危険区間 抽出“方法”確認 事故データ指標、地域の声（職業ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱﾝｹｰﾄ）による抽出方法 
 

 

◆事故ゼロプラン（２巡目）事故危険区間の公表結果報告 
◆事故ゼロプラン（１巡目）の整備後４年経過区間の効果確認 
 

 

本日の委員会の確認・審議事項 

事故データ分析、地域の声（職業ドライバーアンケート）の実施 

第１６回委員会 （H29年１月） 

事故危険区間 抽出“結果”確認 事故データ指標、地域の声（職業ドライバーアンケート）による抽出  

 

 事故危険区間公表（Ｈ２９年３月） １９４区間 

１．事故ゼロプランの経緯 



■事故ゼロプラン２巡目の公表 平成２９年３月３０日 
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２．事故ゼロプラン（２巡目）の開始 



■事故ゼロプラン２巡目区間 
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２．事故ゼロプラン（２巡目）の開始 
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２．事故ゼロプラン（２巡目）の開始 

 事故ゼロプラン（２巡目） 
 

 今年度より、平成３２年度までの約５年間で 

 以下のＰＤＣＡサイクルに則り、設計～対策を実施予定です。 
  

 

計画 

実施 

事故危険区間の選定・公表 
（H29年） 

対策実施 
広報活動、地域連携 

全体の総括 
新たな事故危険区間選定の 

見直し方針 

進捗状況の確認 
全体的な整備効果確認 

計画 

個別の事故危険区間 

対策立案 

対策実施 整備効果確認 

およそ５年で 
１サイクル 

【群馬県事故ゼロプランのすすめ方】 

改善 

照査 

照査 

改善 実施 

追加対策判断 

※事故ゼロプランの途中年次で、交通事故急増、公安委員会からの指摘 

  地域の要望などから、区間追加を検討する場合もあります。 

現時点 
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３．群馬県の事故状況 

（出典）イタルダ交通事故データ 

      一般幹線道路（国道・県道など）の死傷事故件数 

【死傷事故件数の変化（群馬県内全体）】 

○群馬県の一般幹線道路の死傷事故件数（イタルダデータ）の経年変化を整理しました。 

○群馬県内全体の死傷事故件数は過去10年間で減少傾向にあり、１巡目選定時（H17～H20）に比べて直
近４年（H24～H27）では約２割の低減が図られています。 

■群馬県の交通事故件数の推移 

11,835  11,863  
12,099  

11,633  

11,021 
10,160 

9,697 9,800 
9,581 9,665 9,345 

8,506 8,255 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

約20%の
削減 

直近４年の 
平均事故件数＝

8,942件 

1巡目選定時の 
平均事故件数＝

11,228件 



人対車両
1,774

4% 正面衝突
978
2%

追突
22,956

51%

出会い頭
8,550
19%

左折時
1,888

4%

右折時
3,308

8%

車両単独
2,083

5%

その他
3,298

7%

H17-H20(群馬県）／計44,835件
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３．群馬県の事故状況 

      １巡目選定時（H17～20年）               直近4年（H24～27年） 

○群馬県の一般幹線道路について、事故類型の推移を整理しました。 

○事故類型については経年変化がほとんどなく、「追突事故」、「出会い頭事故」が突出しています。 

【事故類型の内訳集計結果（群馬県内全体）】 

（出典）イタルダ交通事故データ 

      一般幹線道路（国道・県道など）の事故類型 

人対車両
1,415

4%
正面衝突

651
2%

追突
20,234

57%

出会い頭
6,554
18%

左折時
1,402

4%

右折時
2,659

7%

車両単独
833
2%

その他
2,078

6%

H24-H27(群馬県）／計35,826件

※上段：事故類型 
 中段：事故件数 
 下段：割合 

※上段：事故類型 
 中段：事故件数 
 下段：割合 



①１巡目選定時と対策後の事故件数の推移 

４．事故ゼロプラン１巡目の効果確認 

着目事故 対策内容 区間数 

追突 LED法定外看板 
「追突注意」 
減速路面標示 
路面標示「追突注意」 

３０区間 

②着目事故と対策内容 

○追突対策（LED法定外看板「追突注意」・減速路面標示・路面標示「追突注意」）を実施することで、約３割の
事故率低減が図られてます。 

86.0 

57.6 

0.0

50.0

100.0

選定時 対策後 

(件/年) 

追突 

３３％減 
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17.0 

9.6 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

選定時 対策後 

(件/年) 

出会い頭 

①１巡目選定時と対策後の事故件数の推移 

４．事故ゼロプラン１巡目の効果確認 

着目事故 対策内容 区間数 

出会い頭 法定外看板 
「出入り車両注意」 

１区間 

②着目事故と対策内容 

○出会い頭対策（法定外看板「出入り車両注意」）を実施することで、約４割の事故率低減が図られています。 

４３％減 
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16.3 

8.5 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

選定時 対策後 

(件/年) 

右折時 

①１巡目選定時と対策後の事故件数の推移 

４．事故ゼロプラン１巡目の効果確認 

着目事故 対策内容 区間数 

右折時 法定外看板 
「対向右折車注意」 
右折指導線の設置 
導流帯の設置 

７区間 

②着目事故と対策内容 

○右折時対策（法定外看板「対向右折車注意」・右折指導線の設置・導流帯の設置）を実施することで、約５割
の事故率低減が図られています。 

48％減 
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４．事故ゼロプラン１巡目の効果確認 
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■事故ゼロプラン（１巡目） 主要８３区間の状況 

事故ゼロプラン（１巡目）の整備効果について、順次、この委員会にて報告します。  

事故危険区間抽出は「過去４年間に起こった事故状況」を分析して抽出していることを踏まえ、
対策後、４年経過した区間について事故削減効果を検証します。 

１巡目の対策実施後の経過年数は以下の通りです。 

対策 施工後年数 
区間数 

全区間 国 県 

対策実施済み 

対策後 ５年以上経過  ５区間  ５区間  ０区間 

対策後 ４年経過 ２０区間 １９区間 １区間 

対策後 ４年未満 ５４区間 ２７区間 ２７区間 

対策事業中  ４区間  ３区間  １区間 

合計 ８３区間 ５４区間 ２９区間 

※対策事業中：国／国道１７号羽場地区、上白井地区の路線整備、国道１７号の新柳瀬北交差点改良 

           県／主要地方道前橋赤城線（小暮交差点）の交差点改良  

 



４．事故ゼロプラン１巡目の効果確認（対策後４年経過した区間） 
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４．事故ゼロプラン１巡目の効果確認（対策後４年経過した区間：国管理） 
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①箇所概要と対策立案 

国道17号 新前橋駅西口入口交差点 ■着目事故類型と要因分析・対策立案 

「提供 国土地理院」 

過年度対策箇所 

新前橋駅 

前橋市 

着目事故 発生要因 対策内容 

追突事故 

前方不注意による交差点の認知
遅れ 

長い直線による速度超過 減速ドットマーク 

対策方針 

注意喚起 

速度抑制 

路面標示「追突注意」 

注意喚起看板「追突注意」 

右折時事故 
右折車両の停止位置、走行位置
の不明確 右折導流帯の設置 走行位置明示 

新前橋駅西口入口交差点 

至 

新
潟
県 至 

東
京
都 

上り 

下り 

■対策前の事故発生状況 対策前 

追突事故 
２件/４年 

追突事故 
１１件/４年 

右折時事故：６件/４年 

追突事故：１７件/４年 

追突事故 
４件/４年 



【対策】LED表示板（追突注意） 

４．事故ゼロプラン１巡目の効果確認（対策後４年経過した区間：国管理） 

16 

至 

新
潟
県 

至 

東
京
都 

路面標示 

路面標示 

対策図 

路面標示による 
注意喚起 

【対策】減速路面標示 

②安全対策の実施状況 

新前橋駅西口入口交差点 

路面標示 LED表示板 

⑤ 

LED表示板 横断歩道設置 路面標示 

① 

【対策】LED表示板（追突注意） 

⑥ 

【対策】減速路面標示 【対策】減速路面標示 

路面標示による 
注意喚起 

写真① 写真② 

写真⑧ 写真⑦ 

写真⑥ 

LED看板による 
注意喚起 

【対策】LED表示板（追突注意） 

② 

LED看板による 
注意喚起 

【対策】右折導流帯設置 【対策】減速路面標示 

写真③ 写真④ 

写真⑤ 

LED表示板 



４．事故ゼロプラン１巡目の効果確認（対策後４年経過した区間：国管理） 
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 全体事故件数： 
       死傷事故⇒34件／4年→15件／4年に減少（56％減） 
 
 着目事故件数： 
       追突事故⇒17件／4年→10件／4年に減少（約40％減） 
       右折時事故⇒6件／4年→5件／4年に減少（約17％減） 
 
 対策前後の交通状況・沿道状況の変化： 
       特になし 

③安全対策の整備効果検証 

■対策後４年間の事故状況 対策前：H17～H20  対策後：H24～H27  

0

10

20

30

40

対策前 対策後 

軽傷事故 

重傷事故 

死亡事故 

0

10

20

30

40

対策前 対策後 

その他 

車両単独 

正面衝突 

右折時 

左折時 

出会い頭 

追突 

人対車両 

事故内容別 事故類型別 件/4年 件/4年 

34件 

15件 

17件 

10件 

6件 

5件 

6件 

0件 

至 

新
潟 至 

東
京 

■対策後４年間の事故発生状況 対策後 

右折時事故：５件/４年 

追突事故：１０件/４年 新前橋駅西口入口交差点 

追突事故 
４件/４年 

追突事故 
５件/４年 

追突事故 
１件/４年 



４．事故ゼロプラン１巡目の効果確認（対策後４年経過した区間：国管理） 
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①箇所概要と対策立案 

■着目事故類型と要因分析・対策立案 

「提供 国土地理院」 

過年度対策箇所 

高崎市 

着目事故 発生要因 対策内容 対策方針 

国道17号 高崎市 
 小八木町南交差点北側区間（単路部） 

発生要因 対策内容 

追突事故 

沿道出入り車両の影響による急減
速・急停止 

長い直線による速度超過 減速ドットマーク 

対策方針 

速度抑制 

路面標示「追突注意」 

注意喚起看板「追突注意」 

注意喚起 

路面標示「追突注意」 

注意喚起看板「追突注意」 

注意喚起看板「速度注意」 

LED表示板による兼用化 

追突事故：18件/4年 

至 

新
潟
県 

至 

東
京
都 

上り 

下り 

■対策前の事故発生状況 

小八木町南交差点 

対策前 

追突事故 
１０件/４年 

追突事故 
５件/４年 

追突事故 
２件/４年 



４．事故ゼロプラン１巡目の効果確認（対策後４年経過した区間：国管理） 
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至 

新
潟
県 

至 

東
京
都 

路面標示 

対策図 

②安全対策の実施状況 

小八木町南交差点 

上り 

下り 

LED表示板 

【対策】LED表示板（追突注意⇔速度注意） 

LED看板による 
注意喚起 

写真③ 

路面標示による 
注意喚起 

【対策】減速路面標示 

写真① 

① 

LED表示板 

写真② 

【対策】減速路面標示 
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４．事故ゼロプラン１巡目の効果確認（対策後４年経過した区間：国管理） 
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 全体事故件数： 
       死傷事故⇒23件／4年→7件／4年に減少（70％減） 
 
 着目事故件数： 
       追突事故⇒1８件／4年→5件／4年に減少（約70％減） 
        
 対策前後の交通状況・沿道状況の変化： 
       特になし 

③安全対策の整備効果検証 

■対策後４年間の事故状況 対策前：H17～H20  対策後：H24～H27  

事故内容別 事故類型別 件/4年 件/4年 

23件 

7件 

1８件 

5件 

至 

新
潟 至 

東
京 

追突事故：５件/4年 

小八木町南交差点 

上り 

下り 

■対策後４年間の事故発生状況 対策後 

追突事故 
２件/４年 

追突事故 
２件/４年 

追突事故 
１件/４年 



過年度対策箇所 

68 

122 

凹部交差点手前部分で注意喚起を 
行うことで事故減少 

凹部交差点で横断歩行者と車の 
接触事故が発生 

至 桐生市街 

至 伊勢崎市 至 伊勢崎市 

至 桐生市街 

←① ←② 

自発光縁石鋲 
による注意喚起 

路面標示による 
注意喚起 

写真① 写真② 至 桐生市街 至 桐生市街 

○主要地方道 桐生伊勢崎線 桐生市 相生町一丁目  
○凹部となっている交差点における横断歩行者と車両の接触事故が多い箇所 

４．事故ゼロプラン１巡目の効果確認（対策後４年経過した区間：県管理） 

「提供 国土地理院」 

横断歩行者に注意

横 断 歩 行 者 に 注 意

21 



４．事故ゼロプラン１巡目の効果確認（対策成果と今後の対策方針） 
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主な成果 残存課題 

１
巡
目
の
振
り
返
り 

 交差点減速対策［減速ドット、路面標示、LED看板等］実
施箇所での追突事故、出会い頭事故の減少効果が大きい 

  （国道17号 新前橋駅西口入口、小八木町南交差点北等） 

①減速ドットマーク、②路面標示(追突注意)、③LED注意喚起看板 

【主な対策内容】 

２
巡
目 

以
降
の
対
応 

原
因
検
証 

 右折時事故対策［右折導流線設置等］実施箇所での右折
時事故の減少効果は限定的（国道17号 新前橋駅西口入口等) 

 

 

 

 

 

 出会い頭事故対策[出入り車両注意等]の実施数が少ない。 

右折事故：①右折導流線の設置、②法定外看板「対向右折注意」 

出会い頭事故：法定外看板「出入り車両注意」  

[主な対策内容] 

 交差点付近の事故対策では、減速効果の大きい対策工  
（減速ドット、注意喚起等）が有効 

 なお、減速ドットマーク標示を交差点直近まで設置する事で、
更なる効果発現を確認 

 交差点内の事故対策では、右折・直進車の整流化対策工
（右折導流線設置等）だけでは交錯機会が減少しない 

 追加対策等では、右折・直進車の交錯機会削減や右折・直
進車相互の認識率向上の対策について検討が必要。 

 出会い頭事故は、複数の乗り入れ部や交差点内等に分散し
て発生しており、全体的な事故件数は多いが、特定箇所の
対策実積が少ない。 

【主な対策方針】 

  追突事故が多発している交差点では、効果的な減速対策（①減速ドットマーク、②路面標示(追突注意)、③LED注意喚起 看板

）を継続的に実施（減速ドットマークの延伸等を検討） 

  右折時事故が多発している交差点では、右折車・直進車の交錯機会を削減する「右直分離信号機」の導入や「右折
注意標識」等の追加対策による事故ゼロに向けた取り組みを検討予定 

出会い頭事故が多発する店舗等がある箇所では、出会い頭事故対策を実施（法定外看板「出入り車両注意」等） 



５．次回委員会について 
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  【次回委員会の予定（案）】 

・事故ゼロプラン（２巡目）の取り組み状況 


